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                in Arnhem Land
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   The Djinang (Yandjinung) is one tribal group of the central 
Arnhem Land aborigines. In 1975, they developed Gamardi 
outstation within their traditional region  (country). They 

exploit wild resources as foods in this Swamp-Eucalyptus forest 
ecosystem. 
   They mainly exploit waterfowl, wallaby, emu, water-
buffalo and fishes, which form 50% of their food. The hunting 
strategies utilized to take these game have been changed by 
newly introduced equipment such as shotguns, rifles and 4 
wheel-drive trucks. For example, when they hunt one species 
of waterfowl (Anseranas semipalmata) they use a system of triangu-
lation based the sounds made by the bird to pinpoint hunting 
spots. This hunting strategy is based on the modern equipment. 
About three decades ago waterfowl were hunted in the evening, 
using spears and spear-throwers, from the trees beside the swamp. 

   Besides these changes in hunting strategies, the inhabitants 
of Gamardi outstation still follow the food taboos strictly. One 
of these is applied on the death of close kin, especially a father 
and a father's siblings. In this case a person cannot eat nor 
hunt/gather the main totemic (Dreaming) animals/plants of 
the dead person, since it is believed that the spirits of the dead 

person and their ancesters dwell in these totemic animals/plants. 
Two or three years after the funeral ceremony  (manekai), a 

purification ceremony (wandjil) releases them from the taboo. 
   According to my survey, the inhabitants of Gamardi outsta-

＊国立民族学博物館第１研究部

６１３



国立民族学博物館研究報告　　１２巻３号

tion retain these beliefs despite of the new hunting equipment 

and strategies. The outstation functions to maintain the tra-

ditional culture of Arnhem Land Aborigines.
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Ｖ．まとめ

１． は じ め に

　 オース トラ リアの先住民 アボ リジニ は，ほ とんどが非アボ リジニ系 の都市 に居住 し，

保留地 やアボ リ２ナル領 の居住者 は，わずか に２５％ にすぎない。 しか も， これ ら非都

市居住者 の ８割 は， ミッションない しタウ ンシ ップ とよ ばれ る 「ま ち」 Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ

Ｔｏｗｎ に集住す る。いわゆ るア ウ トステーシ ョン （後述） で相対的 に伝統的 な生 活を

営む人 口は， 非都市居住者 の ２割 ， 約７６００人 と推定 され るに と どまって い る ［ＦＩＳＫ

１９８５：２，８－９］。

　 アーネムラン ド ・アボ リジナル領の約 １万人 を数え るアボ リジニ も，大半 が 「ま ち」

に居住す る。 た とえ ば， 中部 アーネムラン ドのマ ニ ング リダ Ｍ ａｎｉｎｇｒｉｄａ管 区の場

合 ，「ま ち」 の居住者 は ，管 区人 口１２６０の ６割にお よび （１９８２年１０月現在），雨季 には

この割合 が ７割強 に上昇す る ［ＡＬＴＭＡＮ　 ｌ９８２：３８］。

　 この ように，「ま ち」へ の集住 がお こる一方 で，「ま ち」をはなれ本来 の部族領 域 に

あ らため てアウ トス テー シ ョンを建設 す る動 きが， １９７０年 ごろか らあらわれ た。その

契機のひ とつにな ったのが， 「ま ち」 におけ る異部族 の混住 と， それに もとつ く社 会

的緊張 であった ［ＭＥＥＨＡＮ　ａｎｄ　ＪｏＮＥｓ　 ｌ９８０：１３３－１３５］。 その うえ， 「まち」 で は

長老の もつ伝統的な権威 が無視 され，その結果 と して社会 的混乱が生 じた ことも，ア

ゥ トス テー ションの建 設を促進させ たのであ る。 さ らに，本来の領域へ もどることに
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よって ，伝統 的な土地権 Ｌａｎｄ　ｒｉｇｈｔの正統 な継承者 であることを主 張するためにも，

「ま ち」をはなれ ることにな った ［ＡＬＴＭＡＮ　 ｌ９８０：９７］。 こう してつ ぎつぎ と建設 さ

れて いったア ウ トステー ションは，「ま ち」のサポー トのもとで運営 されてい くことに

な る。それを もっとも端的にあ らわす のが，「ま ち」か ら定期的 に補給 され るマ ーケ ッ

ト・フーズであ る。小麦粉や砂糖，紅茶 ，缶 詰などが，その主要 な食品 であ る。ア ウ

トステー ションの居住者 はこれ らの食品に ，食糧 のかな りの部分 を依存す る。

　 こうしたマ ーケ ッ ト・フーズの供給 は，かつて食糧 の６０％ か ら季節 によって は９０％

に達 した植物質食糧 ［ＰＥＴＥＲｓｏＮ　 １９７４：２２］ の採集活動 を 著 しく低下 させてい った

［ＪｏＮＥｓ　 １９８０：１３０－１３６；ＫＩＲＫ　 ｌ９８１：８６］。ア ウ トステー ションに住 む ア ボ リジ

ニ といえども，厳密 には，狩猟 ・採集民 とはい い難 い状況にあ る。

　 しか し，その一方 で彼 らは トラ ックで狩 り場を移動 し，散弾銃や ライフルで さかん

に狩猟 をお こな うのであ る。 その狩猟行動 は， 木製 ヤ リとヤ リ投 げ器 な ど ［ＥＬＫＩＮ

ｌ９８１：３９；ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲＮＤＴ　 １９８５：ｌｌ５－ｌｌ８］を使 用 したかつての状 態 に くら

べておお きく変容 し，狩猟 の効率 も著 しく向上 して きてい る。現在 ，アウ トス テーシ

ョンの主食糧 に占める捕獲動物 （野生食糧） の割合 は，エネル ギーに換算 して ５割 程

度 とみ られ る ［ＭＥＥＨＡＮ　 １９７７：４９７－５１７，１９８２：１５１－１５６；ＡＬＴＭＡＮ　 １９８２：３９］。

　 ここでは，そ うした状況 にあ るア ーネム ラン ド・アボ リジニの狩猟行動 と，食物規

制 が もた らす捕獲動 物の制 限について報告 す る。それは，採集 の脱落 や狩猟具 の変化 ，

さらには都市居住 者の増加 にみ られ るよ うに，伝統 文化 の変容 をよぎな くされ てい る

現代の狩猟民文化を考察す る，ひ とつの試 みで もあ る。

　 この 目的 を明 らか にす るた めに， この報告 で は，中部ア ーネム ラン ド・マニ ング リ

ダ管区 に１９７５年に建設 された ジナ ン １巧ｉｎａｎｇ族 ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：２２４］ （またはヤ

ンジナ ン Ｙａｎｄｊｉｎｕｎｇ族 ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：３６］） の ア ウ トス テーシ ョン， ガマデ

ィ Ｇａｍａｒｄｉを事例 にと りあげ る。 こ こで検討 する資料 は，１９８２年の ９月の予備調査

の あと，１９８４年 ８月 か ら１０月 にかけて と，１９８６年１０月 か ら８７年 １月にかけてお こな っ

た現 地調査 によ って得 られた ものであ る。

　 なお， ここでい うジナ ン族 は， ジナ ン語 （ヤ ンジナ ン語） を母語 とす る集 団 と便

宜 的に考 えておき ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 ｌ９６４：５０－５１］，　ｔｒｉｂａｌ　ｇｒｏｕｐ の定義をめ ぐる議論

［ＢＥＲＮＤＴ　 ｌ９５９：８１－１０７；ＴＩＮＤＡＬＥ　ｌ　９７４；ＥＬＫＩＮ　 ｌ９８１］の検 討は， とりあえず

さ しひかえた い。

　 ところで，筆者 のアーネム ラン ド・アボ リジニ調査はのべ ３回を数 えるが，いまだ

彼 らの文化 の全貌 を明 らか にで きるまで にはいたっていな い。それは，彼 らが もっ と
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も重要 だ とす るい くつかの生活習慣　 　と りわ け，祖先 の精霊の まつ りを とお して ，

彼 らの価値体系が集約的 に表 現 され る と推 測 さ れ るグナ ビビ ｇｕｎａｂｉｂｉ儀礼 ［マ ド

ック　 １９８６：２０５－２４０；Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：２８０－３０１］など　 の観察 が許 されていな

いか らであ る。 したが って この報告 では，現代 アボ リジニの狩猟 と食 物規制 ，および

その規制 がもた らす狩猟動物の制 限に限 って，現状 を記述す るにとどめたい。 この立

場か らで も，最近 の２０年た らずの間におお きく変容 したアーネムラン ド・アボ リジニ

の狩猟 に関 して ，少な くともあ らたな資料 が提 出できると考え る。

皿．　 ジナン族の領域 と３つの生態系

１． 領 域

　 人 口が約２００人 と推定 され るジナ ン族 ［Ｍ ＩＬＬＩＫＥＮ　 ｌ９７６：２４２； Ｗ ＹｃＬＩＦＦＥ　ＢＩＢＬＥ

ＴＲＡＮｓＬＡＴｏＲｓ　 ｌ９８６：７２］ は， プライス川 の右岸 ，ほぼ東経１３４度３４分 から，アラフ

ラ湿地の東縁， 東経約１３５度 ５分 にかけて と， 南緯１２度以南 の島嶼 か ら南緯１２度４０分

あたりの内陸にかけての １８００ｋｍ２を，領域 にもつ ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：２２４］。

　 地形は比高 が少 な く， 概 して平坦で あるが， 海岸か ら１０数 ｋｍ 内陸 に地形の変 換

線が認め られ る。 この変換線 の北部 には海抜 ２０ｍ 以下 の低地 が展 開するの に対 し，

南部 には次第 に高 さをます砂岩 を主 とす る平原 がひ ろが る。 この平原 の 東 部 は 比 高

２０－６０ｍ の急崖 をな し，ア ラフ ラ湿地 におちこむ （図 １）。

　 ジナン族 の領域 には南部 と北部で地形 に若干 の差がみ られ る ものの，気象 はきわめ

て一様 で，月平均最高気温 は摂氏３０～３３度，同 じく最低気温 は１７～２５度の範囲 におさ

’まる
。また年 間 １３００ｍｍ に達す る降水量の ほ とん どは，１２．月か ら５月 にか けての雨

季 に集中す る （マニ ング リダでの観測値 ［Ｍ ＥＥＨＡＮ　 １９８２：２２－－２５］）。 そのため，雨

季 には地形変 換線以北 の低地 がほ とん ど湛水 し，１９７０年 代中 ごろか らの自動車 に依存

した移動 を困難 に してい る。

　 こうした領域 をもつ ジナ ン族 は， ４つ のいわゆ るローカル ・グループ （父系 の トー

テム氏族 で，特定の領域 を もち，外婚単位をなす ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：１６－２９；ＥＬＫＩＮ

１９８１：７６－８０，１１２－１１３］） にわかれ て居住 す る。

　 そのひとつ ，モ ロゴン Ｍ ｕｒｒｕｇｕｎ （または Ｍ ｕｒｕｇｕｎ ドゥア半族 に属 す） グル ー

プは北部の島嶼 および海岸低 地を領域 にもつ。地形変換線 を含 む低 地か ら平原 にか け

て は，西部 にウラ ッキ Ｗ ｕｒｒａｋｋｉ （または Ｗ ｕｌａｇｉイ リチ ャ半族 に属す）グル ープが，
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その東部か らア ラフ ラ湿地 にかけては ヤル メ Ｙａｌｍｅ （イ リチ ャ半族） グル ープが そ

れぞれ居住 す る・ ４つ めのローカル ・グル ープ， マ ラング Ｍ ａｒａｎｇｕ （ドゥア半族）

は，南部 のユーカ リ属 の優 占す る林 におおわれ た平原 が，本来 の居住域 であ る。

２．　 ３つ の生態 系 と資源

　 ジナ ン族の ４つの ローカル ・グル ープは，微妙 に異な る生 態系 に生 活する。北部の

モロゴン ・グループは，ＲｈｉｚｏＰｈｏｒａｃｅａｅに含 まれ る樹木 か らな るマ ングロー ブ林 にお

おわれた海岸線 と，海岸砂堆 の背後 に形成 された低湿 地を領域 に含む。 この湿地 には

カヤ ツリグサ科 のイヌクログワイ Ｅｌｃｏｃｈａｒｉｓ　ｄｕｌｃｉｓやスイ レン ＩＶ！ｍψｈａｅα　ｓｐｐ．が分布

し，多数 の水禽類や爬虫類， それに１８世紀 にチモール か ら導入 され，その後 に野生 化

した水牛 Ｂｕｂａｌｔｉｓ　ｂｕｂａｌｉｓが棲息す る。 また， 汽水域 にあ る河川や ク リー クには， ド

ロガニ Ｓｃ１ｌｌａ　ｓｅｒｒａｔａ やバ ラマ ンディ ＳｃｌｅｒｏＰａｇｅｓ　ＳＰＰ．な どの魚介類 ， それ にワニ

Ｃｒｏｃｏｄ１ｌｕｓ　Ｐｏｒｏｓｕｓが棲息す る。モ ロゴンは，海岸 ・汽水 ・湿 地生 態系 に居住 するの で

あ る。

　 一方 ， マ ラング ・グル ープ は南部の平原を領域に もつ。 この 平 原 はユーカ リ 伽 一

ｃａｌｍＰｔｚａｓ　ｓｐｐ．が優 占す る疎林 におおわ れ， ところによって ソテ ツ （］！ｃａｓ　ａｎｇｕｌａｔａやタ

コノキ Ｐａｎｄａｎｕｓ　ｓｐｐ．が分布 す る。この疎林 は，アボ リジニが意図的にお こな うブッ

シュフ ァイアによって形 成 された。すなわ ち，亜熱帯モ ンスー・ンのつよい影響下 にあ

る この地域では ，自然のまま放 置する と降雨林 におおいつ くされ，カ ンガルーなど中

・大型の動物の棲息が著 しく困難 にな る。 したが って アボ リジニは， これ らの食糧資

源を確保 するため ［ＬＡＴｚ　ａｎｄ　ＧＲＩＦＦＩＮ　 ｌ９７９：７８］ と，狩猟 の補助手段 と して，森

に火を入 れつづ けてきた。 このブ ッシュフ ァイアによ る環 境 の コン トロールの 結 果

［ＪＯＮＥＳ　 １９６９］，ユーカ リ属 が優 占す る現在 の疎林 が形 成 され たのであ る。

　 このアボ リジニ の火入れ による植生 の変化 とその効用 につ いて は，Ｈａｌｌａｍ の詳細

な報告が あ る ［ＨＡＬＬＡＭ　 １９７９］。 それ による と，火入れは カンガルーな どの狩 りを

容易 にす るばか りでな く，え さとなる植物を大量 に供給す るという。 さらに， くりか

え し火入 れをお こな うことによって，降雨林が疎林に変化 する ことが知 られ ている。

こうして火入れ によって形成 され た疎林 には ，ワラビーとカンガルー Ｍ ａｃｒｏＰｕｓ　ｓｐｐ．

やエ ミュ １）ｒｏｍａｉＳｔｓ　ｎｏｖａｅｈｏｌｌａｎｄｉａｅをは じめ，大型 の トカゲ などが分布す る。 マ ラ ン

グ ・グル ープの領域 は，植生 ・動物相が相 対的に単純 な森林生態系 をなす。

　 この両者 の間 にはさまれた，地形変 換線を含 む地域 には，西部 にウラ ッキ，東部 に

ヤル メの ２つ のローカル ・グル ープが生 活す る。両地域 には，湿地や河川， ク リーク
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図 ２　 ローカル ・グループの居住域と生態系模式図

が疎林の なか にモザ イク状 にはめ こまれてい る。その湿地にはカヤ ッ リグサ科 の草本

が繁茂 し， クビナガガメ Ｃｈｅｌｏｄｉｎａ　ｒｕｇｏｓａ や水牛 ， カササギガ ン Ａｎｓｅｒａｎａｓ　ｓｅｍｉ一

ρα伽α彪 を は じめ とす る各種の水禽類 が分布 す る。 また 河 川 に は 各種 の 魚類や ワニ

Ｃｒｏｃｏｄｙｔｕｓ　」’ｏｈｎｓｔｏｎｉが棲息 し，ユ ーカ リ属が優 占す る疎林 にはワラビーやエ ミュその

他 の陸棲動 物が分布 す る。 ウラッキ とヤル メの ２グル ープ は，湿地 ・森林複合生 態系

に居住 す るのであ る （図 ２）。

　 ４つの ローカル ・グル ープは，異な る生態系をた くみ に組み合わせてすみわ けて い

る。そ こには ，主食糧 をは じめ とす る生活資源 の開発可能な量 に，多少の差があ るは

ず であ る。

　 ジナ ン族 の領域 に認め られ る ２つの複合生態系 と１つの単一生態系 とは ，中部ア ー

ネ ムラン ドに共通 す る。 これ ら ３つの生態系 それ ぞれ の開発可能 な資源の定量的検討

はおこな っていな いが， これ らは，中部 アーネムラ ン ドの部族領域の おおきさにみ ご

とに反映 され るのであ る。すなわ ち，海岸 ・汽水 ・湿地複合生態系 を領域 にもつ ナカ

ラ Ｎａｋａｒａ族 とバ ララ Ｂａｒａｒａ族 はともに ５００　ｋｍ２ で， 中 部 アーネムラン ドで は

部族領域 がもっと も小 さい。 これ に対 して， 内陸の森林生 態系で は， レンバ ランガ

Ｒｅｍｂａｒｕｎｇａ族 が １３，０００　ｋｍ２，ガ ンウィング Ｇｕｎｗｉｎｇｇｕ族 が ７，３００　ｋｍ２と，相

対的 にきわめて おおきい領域を有 してい る。 この ２つ の生態系 にはさまれた湿地 ・森

林複合生 態 系 で は， 部 族 領 域 が １，６００－３，１００ｋｍ２ （ガ ンノｓ’ラング Ｇａｍｂａｌａｎｇ族

１，６００　ｋｍ２， ジナ ン Ｄｊｉｎａｎｇ族 １，８００　ｋｍ２， ジ ンバ ］［）ｊｉｎｂａ族 ３，１００　ｋｍ２）のひ ろ

が りをもつの であ る ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 ｌ９７４］。 ア ボ リジニの部族 領域のおお きさは降雨量

（環境 の豊 かさ） と相関関係 にある ことが 知 られ て６ るが ［ＢＩＲＤｓ肌 Ｌ　 ｌ９５３：１７１一
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２０７］，降雨量に著 しい地域差のない中部アーネムランドでは，部族領域の大小は，そ

のまま開発可能な資源の量的な差に基づ くと考えられ る。したがって，ジナ ン族の領

域においては，北部の海岸 ・汽水 ・湿地複合生態系に資源が豊かであり，人口支持力

が相対的に高いと判断できる。これにつ ぐのが湿地 ・森林複合生態系で，後述す るガ

マディ ・アウトステーション （以下ではガマディ 「む ら」と表記する）は，この複合

生態系に位置する。

皿． 湿地 ・森林複合生態系 と狩猟

１．　 ガ マデ ィ 「む ら」 の領 域 と人 口

　ｉ）　 ガマ ディ 「む ら」 と領域

　 ガマデ ィは，マ ニ ング リダ の東 １００ｋｍ に位 置す る。 この地域一帯 はローカル ・グ

ル ープのひ とつ ウラ ッキの領域 であ る。 しか し， １９７５年 に建 設 された このガマデ ィ

「む ら」の主要な メンバーは，北部海岸地域 に居住 したローカル ・グループ，モ ロゴ ン

の人 び とか らな る。つま り，ガマデ ィの成員 の一部 は，彼 ら本来 の居住地か ら，現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地へ移動 して きたの であ る。

図 ３］ ジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ ウ ンとマ イ ケ ル ・ナ ラ ビア

　 この移動 が可能 であったの は，

換言すれ ばモロゴン ・グル ープの

人 びとが ウラ ッキ ・グループの領

域 に 「む ら」を建設 し得たのには，

つ ぎのよ うな事 情があ った。すな

わ ち，現在のガマデ ィ 「む ら」 の

リーダーであ るジャッキー ・ウヌ

ゥン Ｊａｃｋｙ　Ｗ ｕｎｕＷ ｕｎ１） の母

（死 亡）が ，ウラ ッキ ・グル ープ

の成員だ った ことであ る（図 ３）。

　 ジナ ン族 においては，ローカル

・グル ープが もつ領域 は，通常 ，

父 系出自をた どって 継 承 さ れ る

１）アーネムランド・アボリジニは，彼 ら本来の名前のほかにも英語名をもっている。公式には

この２つを合わせ，本来の名前を姓として綴る。アボリジニ自身は，相互に英語名でよびかけ

あい，本来の名 （これを彼らは英語で 「ブッシュ ・ネーム」とよぶ）を用いることはない。英

語名以前は，男女それぞれ４つずつのセクション名 （Ｎ章 １－ｉ）がよびかけに使われた。
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（英語 でい う場合，彼 らは これを 「父 のカン トリー」 とよぶ）。 した がって，ガマ デ ィ

「む ら」が位置す る地域 は，ウラ ッキ・グル ープ のガ ッチ Ｇａｔｊｉか らマ イケル ・ナ ラ

ビァ Ｍ ｉｃｈｅａｌ　Ｎａｒａｐｙａへ と継承 され る。 しか し， 本来 のモ ロゴ ン・グル ープの領域

を兄 にゆず った ジャ ッキー ・ウヌウンに とって，あ らたな 「む ら」建設の可能性 は，

母のゆか りの土地 （ウヌウンの 「母 のカ ン トリー」 にあた り，マ イケル ・ナ ラビアに

とって は 「父のカ ン トリー」 にあた る土地） に しか残 されて いな かった。彼 は， ２人

の姉妹がナ ラビアの妻であ った ことに加 えて，土地 の正 当な継承者 であるナラビアを

成員 にむかえ ることによ って，現在地 にガマ ディ 「む ら」を建設 し得たの であ る。 し

たが って，比較 的境界 の明瞭 なこの 「む ら」の領域 は，日常的に は リーダ ーの ウヌ ウ

ンが支 配する ものの，伝統 的な土地権 は，ウラ ッキ ・グル ープのマイケル ・ナ ラビア

に帰 属する もの と思われ る。

　 さて， 湿地 ・森林複合生 態系 に位 置す るガマデ ィ 「む ら」 は， ２８０ｋｍ２の領域 を

もつ （写 真 １）。 その範囲 は，北はバ ランコル Ｂａｌａｎｋｏｒｕ か ら南は ジ ョン ドモ リジ

ュン Ｄｊｏｎｄｍｏｒｉｄｊｕｎｅ ま で， 西 は カ ップ ル ・メ ーレ ＫａｐＰｒｕ－Ｍ ｅｒｅ （プ ラ イ ス

Ｂｌｙｔｈ川） を境 に，東 は ネネキ リＮｅｎｅｋｅｒｉ湿地 の東端まで である。 この領 域のほ と

ん どは， ブ ッシュファイアを くりかえ しお こす ことによ って 形 成 された， ユーカ リ

属の優 占す る疎林 におお わ れ る。 そのなかに， ゴバルバル Ｇｏｂａｌｂａｌ， ロルガェ ラ

Ｒｏｌｇａｅｒａ，ボボロク Ｂｏｂｏｌｏｋな どのク リークや ， ネネキ リをは じめ とす る大小 の湿

地が分布 す る （図 ４）。 これ らの疎林 ・ク リー クと湿地 が 日常的な狩猟の場を提供 し，

「む ら」人 がお こな う木皮 画 （ス トリンギー ・バ ーク Ｅｕｃａｌ２Ｐｔｕｓ　ｔｅｔｒｏｄｏｎｔａの樹皮 に，

写真 １　 ユーカリ属が優占する林にひらかれたガマディ 「むら」
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図 ４　 ガマディ 「むら」の領域とおもな狩猟地点　　．，
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オーカーや木炭で描 かれ る神話や伝説）の製作 な ど，市 場指 向型 の経済活動 ［ＡＬＴＭＡＮ

ｌ９８０：８７－１０７，１９８２：１４－１７］の材料 を提供 す る。

　 この ように，野生食 糧を含 めた 日常的 な資源の開発 は， この領域内 でほぼ完結す る

が， 「む ら」 人 はカ ップル ・メ ーレ （ブラィス川） 対岸で も狩猟を おこな うことがあ

る。 この地域， つ ま りヤルバル Ｙａｌｂａｌ湿地 とクィチ ェ Ｑｕｉｔｊｅ周辺 の疎林 とは， 隣

接 するバララ族 ・レンバ ランガ族 とジナ ン族 との緩衝地帯 であると 「む ら」人に認識

され てい る。 これ はおそ ら く，伝統 的な狩猟採集時代 に存在 した，相接す る ２つの部

族 の間 にあって帰属 が不 明な土地 ［ＥＬＫＩＮ　 ｌ９８１：５６］ と， 同 じ性格を もつ ものと思

われ る。 この地域を含めて ，ガマデ ィ 「む ら」 の人 びとの狩猟活動 は，領域内でほぼ

完結す る。 しか し，そ こでの狩猟 は排 他的 にお こなわれ るわ けではな い。近隣のア ウ

トステー ションの成員 もまた， ときお りガマ デ ィの領域で狩猟 に従事す る。 これ らの

人 び とがお こなう資源の開発 には，事前 に リーダーの許可 を得 るか， もしくは成員の

同伴 を必 要 とす る。 このよ うに，１９７５年 にあ らたに建設 され たア ウ トステ ーシ ョンつ

ま り 「む ら」 は，明確 な領域 をもち，そ こでの資 源の開発 が 「む ら」成員 を基本 とす

るものの，他 者を排除 しない。 これ らの事 実か ら， この 「む ら」 は，いわ ゆ るホル ド

［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 Ｉ９６４：１２７－１２９；ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：１２，１　５－・３０］ に類似 した 性 格 をもっ

と考え られる。

　ｉｉ）　 「む ら」の人ロ

　ガマデ ィ 「む ら」 の人 口規模 には，かな りの変化が認め られ る。人 口が明 らかな年

に限 って も，１９７７年２３人 ，８０年 ８人 ，８２年１９人，８４年 ７人，８６年１１人 （いずれ も乾季）

で， ７～２３人の幅があ る。 しか し，その成員 は２０人 を数え ，マ ニング リダ管 区に存在

す る２３のア ウ トステー シ ョンの平均人 口２０人 （１９８２年１０月現在） に一致 す る。 ガマデ

ィは平均的な人口規 模をもつ 「む ら」 であ る。

　 その人 口は， 「む ら」 成員 の移動 と， 近縁 なローカル ・グル ープのメ ンバーの一時

的居住な どによって，毎 日のよ うに変化 す る。 そこでまず， ガマ ディの成員 をみる と，

この 「む ら」のメ ンバーは，土地権 を もつマ イケル ・ナラ ビァを含 めて， リーダーの

ジャッキー ・ウヌウ ンと血縁関係 にあ る人 び とに限 られ てい る （図 ５）。これ らの うち，

１年 をつ うじて ガマ ディに生 活す るのは， リーダーの家族 ４人だ けであ る。乾季 の間

は， これ に加えて Ｃ と Ｄ の ２家族が この 「む ら」 に生活 の拠点 をおいて い る。 した

がって，「む ら」を支 え るの は リーダ ーと Ｃ ・Ｄ の ３家族 ９人 と判断 され， これがガ

マデ ィの基本人 口であ る。 しか し，その出自は一様で はない。 すでに述 べたよ うに，

ジ ャ ッキー ・ウヌ ウンは ジナ ン族の モｎゴン ・グループの出身 であ り，その ２人 の妻
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貯水 タ ンク と井戸 （１９８６年完 成）、風車 で くみあ けた水 をパ イプで貯 水 タンクへ お くる。

ＥとＧは空屋 。Ｆはマ ー ケッ ト・フー ズを一時 的 に貯蔵 したか つて のｓｈｏｐ。

Ａ－－Ｄ，ＩＩ 居住 家族

　　 　 　 （Ｈは ジマ ラＪｉｍａｒｄａ「む ら」に、

　　 　 　 Ｂはマ ニ ング リダ Ｍａｎｉｎｇｒｉｄａ

　　 　 　 に本 拠地 をお く。Ｃは トタ ンの

　　 　 　 家 をもたず テ ン ト生活 ）

a Jacky WunuWun 

b Johnny BulunBulun 

 c Micheal Narapya

図 ５　 ガマディ 「むら」の成員と居住家族
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は ともにバ ララ族 の 出 身 で あ る。 また， 居住家族 Ｄ の夫 ジ ョニー ・ブル ンブル ン

Ｊｏｈｎｎｙ　ＢｕｌｕｎＢｕｌｕｎは， ジンバ族のガナル ビンゴ Ｇｕｎａｌｂｉｎｇｕ氏族の 出身 で， リー

ダーの姉妹 と結婚 し妻方 に居住す ることで， この 「む ら」の成員権 を得て いる。

　 この基本 とな る３家族を除 く他 の家族 は，ガマデｆ４ 「む ら」 の成員で あるにもかか

わ らず，マ ニング リダの 「ま ち」 に生 活の本拠 をおいている。 これ らの人 びとは， と

きに応 じて 「む ら」 と 「ま ち」 を往 き来 し，乾季 の １週間か ら１カ月 ほどを 「む ら」

です ごすの であ る。

　 こうした成員 の移動の ほか に，近縁 の氏族 メ ンバ ーが一時的 に滞在す ることによっ

て も，「む ら」 の人ロは変化す る。 たとえば１９８６年１０月か ら１１月 にかけては， 成員以

外 に常 に ３～ ８人 の滞在者があ り， ときにはそれが成員数 を うわまわ ることさえあ る

（１１日間にわた って， こう した現象 が認 め られた）。 これ らの滞在者の生 活は，領域 内

での狩猟 （常 に成員 と帯 同 して おこなわれ る） や 「ま ち」 か ら供給 され るマ ーケ ット

・フーズの購入 など，すべてにわた って成員 とかわるところがな い。

　 「む ら」 の人 口の変化を もた らす もうひ とつのおお きな原 因は， 儀礼 であ る。 １９８４

年 ９月 にこの 「む ら」で １週 間にわ たってお こなわれ た葬送儀礼 には，成員１２人 のほ

か に１３５人 が参加 し，人 口は一挙 に１５０人 ちか くにふ くれあが った。また，モ ロゴン ・

グル ープの トーテ ム （ドリー ミング ｇｕｌｕｇｕｌｕｎｇ）で ある明けの明星 （彼 らの祖先 は，

明 けの明星 か ら生 れた と伝 え られ ている）を た た え るマ ラジュ レ ｍａｒａｄｊｉｒｉの儀礼

（写真 ２） に は，１８人 の成員 のほか， グル ープ のメ ンバ ー２２人 が参加 した。 この儀礼

がおこなわれた８６年 ９月下旬 か らの ２週間 は，儀礼直前の ３倍 に人 口が増加 したので

あ る。

写真 ２　 マ ラ ジ ュ レ ｍａｒａ（ｌｊｉｒｉ儀 礼
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　 このように， 「む ら」 の人 口はきわ めて流動 的であ る。 それ には， 儀礼期間 におけ

る多数 の人 びとの一 時的な滞在 を可能 にす る うえで，獲得可能な食糧 の量がおお きく

影響 した という ［ＷＡＲＮＥＲ　 ｌ９６４：１２８］。 この傾向 は， ８０年代に も認 め られる。 乾

季 にはマーケ ッ ト・フーズを含 め，食糧 が比較 的容易 に入手 で きる。その うえ移動が

容易なため，この季節 には しば しば儀 礼がお こなわれ，それ が極端な人 口増加 を もた

らしてい る。 これに反 して，雨季 は トラ ックでの移動 が困難 で，マーケ ッ ト・フーズ

の供給 も途絶 えがちである。 そのため多 くの人び とは，「まち」 の便利 さを求めて，

雨季 の直前 に 「む ら」 を出 る。 その結果，ガマデ ィ 「む ら」 の人 口は， リーダ ーであ

るジャ ッキー ・ウヌウンの家族 ４人 に減少す る。 「む ら」 の人 口規模は， 季節 とそれ

に ともな う食糧 の変化 ，儀礼の有無 とに，ふか くかかわって いるのであ る。

２．　 狩猟動物と狩猟頻度

　ｉ） 狩猟動物の季節性

　湿地 ・森 林複合生態系 の狩猟動物 は，かな り豊 かであ る。湿地 とその周辺 には，カサ

サ ギガ ンをは じめツル Ｇｒｕｓ　ｒｕｂｉｃｅｃｎｄａや コウノ トリ科 に属す る Ｘｅｎｏｒｈ２ｎｃｈｕｓ　ａｓｉａｔｉｃｕｓ

といった大型の鳥， それにカモ １）ｅｎｄｒｏｃ］ｇｎａ　ＳＰＰ．があ り， クビナガガメや 水牛が狩

猟の対象 とな る。湿地 をと りま く疎林で は， ワラビー，エ ミュ，ゴアナ Ｖａｒａｎｕｓ　ｓｐｐ．

が開発 され る。また，河川 やク リークには，バ ラマ ンデ ィやナマ ズなどの各種 の魚類

があ り， 河辺林 にはワニの卵 が得 られ る。 これ らの うち， ガマデ ィ 「む ら」 の人 び

とが主要 な狩猟対象 とするのは，湿地 のガ ンとカメ，お よび疎林 のワラビーであ る。

　１９８４年 ８月か ら９．月にかけての乾季 の３４日間，計６６回の食事 内容の調査では，５０．６

表 １　 野生食品とマーケット・フーズの出現頻度

野 生 食 品 頻度 率

カササギガ ン

クビナガガメ

ワ ラ ビ ー

ゴ ア ナ

水 牛

ナ マ ズ

そ の 他

２６

４

３

２

２

１

２

６５．０

１０．０

７．５

５．０

５．０

２．５

５．０

４０ ５０．６

マ ー ケ ッ ト ・

　 　 フ ー ズ
頻度 率

ダ ン パ ー＊

コ ンビー フ缶

米 の 粥

ビス ケ ッ ト類

ノぐ ン

そ の 他

１６

７

５

５

４

２

４１．　０

１７．９

１２．８

１２．８

１０。３

５．２

３９ ４９．４

（１９８４．８．２．－９．１４の ３４日間 ，計 ６６回 の食 事 内容 の 調査 に よ る。 の べ食 品 数 は７９。）
＊ 水 で 練 った小 麦 粉 を 焚火 の懊 に うめ るか ， フ ラ イパ ンで焼 きあ げ た食 品。 か つ

　 て はそ の 原料 に ソテ ツ （］２ｃａｓ　ａｎｇｕｌａｔａ の種 子 な どが用 い られ た 。

６２６
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％ を占め る野生食品の うち，ガ ンの出現頻度 が もっともたか く，ついでカメ ・ワラ ビ

ーとな る （表 １）。 しか し，これ らは １年 をつ うじて捕獲 が可能 であろうか。

　 一般 にアーネム ラン ド・アボ リジニは，狩猟動物の移動や採集すべ き植物の成 長 と，

それ を もた らす降雨量や乾燥度に もとついて，季節 を区分す る ［ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲＮＤＴ

１９７０：３１－３３，１９８５：ｌｌｌ；ＬＥｖＩＴＴ　ｌ９８１：２３－２４］。　したが って，ガマデ ィ 「む ら」

の人 び とがおこなう季節区分をみ ることで， これ ら狩猟動物の季節性 が明 らかになる

はず である。彼 ら 「む ら」人 は，まず乾 燥度 （湿潤度）によって １年 を乾季 ｍａｎｇｅｔｊｅ

または ｒａｒａｎｄｊａｒ と， 雨季 ｄｊａｎｂａｌｇｅ に区分す る。 つ いでその それ ぞれ を， ユー

カ リ属の花期や水草の成長な どに も とつ いて ４～ ５に 区 分 す る。 つ ま り１年 を ８季

［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　ｌ９７８：７６］ ない し９季 に分 けて いるの であ る （表 ２）。 そのなかで注 目

され るのは，筆者が聞 き取 りの結 果作成 した ９季 区分の指標 に，ネネキ リ湿地へ のガ

ンの去来 と産卵時期 が認あ られ ることであ る。

　 この区分 を採用 して いるガマデ ィ 「む ら」の主要 な成員 が，この領域 の伝統 的な居

住者 でないことは， さきに も述べた。 したが って，ガ ンが季節 区分の指標 に登場す る

のは，ウラ ッキ ・グル ープの区分をそのまま踏襲 したか （成員の １人マ イケル ・ナ ラ

ビァは ウラ ッキの出身 である）， モ ロゴン ・グル ープが この地 に 「む ら」 を建設 した

後 ，彼 らの季節区分 にガ ンの去来 を加えた結果かの，どち らか であろう。 いずれ に し

て も重要な ことは，乾季のおわ り （ワ レル・ンゴー レ・モル ジラ Ｗａｌｉｒ－ｎｇＯｒＣ－ｍＯｒ（ｌｊｉｌａ

ほぼ１１月 にあた る） か ら， 雨季 がは じま るころまで （ンゴー レ ・マ イ ヨル ク ｎｇｏｒｅ－

ｍａｉｙｏｒｕｋ　１２月下旬か ら １月上旬 ごろ）・ ネネキ リ湿地 にはガ ンがいな くな ることで

あ る。 ネネキ リ湿地が干あが るこの季 節には，ガ ンが水のある，よ り大 きい湿地 （た

とえ ばアラフラ湿地や ヤルバル湿地 の一 部な ど） へ移動 するか らであ る。 したが って，

この 「む ら」の人 びとは，領域内で狩猟をお こな う限 り，この期間 はワラビーその他

に野生 食糧を求めなけれ ばな らない。

　 しか し， この季節 か ら雨があが り乾季がは じま る リチア ｒｉｔｊｉａまで，「む ら」 の人

口は ４人 （リーダ ーとその ２人 の妻 ，および子供） に減少す る。 そのた め，ガ ンがい

な くな る ３ヵ月ほ どの間は，湿地周辺 での水牛 や疎林での エ ミュとい った大型動 物の

狩猟が困難 で，狩猟動物はカメ と魚類 に限 定され て くる。 ワラビーは乾 ・雨季 をつ う

じて疎林 に多数棲息す るとみ られ るが， リーダーのジ ャッキー ・ウヌウンは，それ を

供す ることが許 されない。仮 りに ワラビーを捕獲 して も， それは ２人 の妻 と子供 の食

糧 にな るだ けであ る。自然資源の開発 には，資源 が もつ季節性 とともに， もうひ とつ

別の規制 がつ よ く作用 してい るのであ る。 これ につ いては，後 に詳 し く述 べ ることに

６２７
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表 ２　 ジナ ン族 の 季 節区 分

　　 　 ８季 区分 は Ｂｏｒｓｂｏｏｍ ［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　 １９７８：７６］ に よ った 。 ９季 区分 は筆 者 の調 査 に よ る。

月 ９季 区分 区 分 の 指 標 ８季 区分

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

４

５

６

Marowoul

Mangetje 
(Rarandjar)

Walir-Ngore-
 Mordjila

Wulma

Ngore-
 Maiyoruk

Ngore-
 Maiyoruk-

 Wanna

Djanbalge

Djololo

Ritjia

もっとも涼しい季節。っめたい風が吹 く。ガンの
子供が成長する。ユーカリ属の花がおわる。

乾季。この季節のはじめはつむじ風が吹く。ブ
ッシュファイァがひんぱんにおこる。
湿地にはまだ水がある。

乾季のおわり。もっとも暑い季節。湿地は干あが
り，ガンはいなくなる。

北西の季節風がときおり雨をもたらす。
嵐が吹きあれる。

雨季。雨のはじまり。ガンがネネキリにもどりは
じめる。イヌクログワイが成長をはじめる。

大雨の季節。水草が成長する。

雨季のさかり。ユーカリ属の木や下草が大きく成
長する。

雨があがりはじめ，ガンは卵を生む。
ユーカリ属の花が咲きはじめる。スイレン属が成

長する。

乾季のはじまり。強い東風が吹く。草
は枯れる。

Mattai

Rarandjar

Walir

Wulma

Bara

Gummaal

Djmoro

Midawar

Mattai

区 分 の 指 標

ユ ー カ リ属 の花 が咲 く。

乾季。南東風が卓越する。

乾季のおわり。もっとも暑い季節。

北東の風がときおり雨をもたらす。
嵐 （雷雨）が吹きあれる。

北西の季節風が吹きはじめる。草が成長をはじめ
る。

雨季。毎日雨がつづ く。
西または北西風が卓越する。
草が成長する。

東風が卓越する。規則的な雨があり，風が吹き
，草がたおれる。

ときおり強

東風が卓越する。涼 しいときで，草は枯れはじめ
る。

ユ ー カ リ属 の 花 が 咲 く。

圖
旨
鬼
購
緑
璃
曹
盈
朝
盟
建
略

一
ｂ。
麟

ω
曲
，
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す る。 ここで は， カササギガ ンをは じめとする 狩猟動物の 狩猟頻度 と， 現在 の 「む

ら」人が採用 している狩猟 のス トラテジーを， さきに検 討す る。

　 ｉｉ）　 カササギガ ン Ａｎ∫ｅ「ａｎａｓ　ｓｅｍｉｐａｌｍａｔａ

　 ガマ ディ 「む ら」の食 品構成 によれ ば，カササ ギガ ンは，少な くとも乾季 の一 時期 ，

主要な野生食糧の地位 にあ る （表 １参照）。 したが って，ガ ンの捕獲頻度 は相対 的にた

か くな り，捕獲数 は 「む ら」の人 口規模 と棲息数 に対応 して変化す るはずであ る。

　 季節 区分 （表 ２の ９季 区分） によ ると，ガ ンの捕獲 が比較的容易な期聞は，雨季 の

さか りか ら乾季 のおわ りにか けてであ る。’この うち， 「む ら」 の人 口と狩猟回数 ・捕

獲数 が明 らか な乾季 を ， ①人 口規模 が ３～１０人で 「む ら」 が通常の状態にあ る時期

（１９８４年 ８月 １日～ ９月 ９日の４０日間） と， ② 「む ら」 の人 口が４３人 にまで増加 した

マ ラジュ レ儀礼の期間 中 （１９８６年 ９月２６日～１０月１１日の１６日間） の ２つ に区分す る。

また，ネネキ リ湿地 にガ ンが飛来 しな くな る，③乾季 のおわ りか ら雨季のは じめ （１９８６

年１０月２３日～８７年 １月 ６日の うちの６１日間 ，人 口は ２～１９人 の間で変化） を さきの ２

区分 に加え ，それぞれの状況にお けるカササギガ ンの狩猟頻度 と捕獲数 について検討

す る （この区分は ワラビー とカメにつ いて も用 いる）。

　 表 ３によると， ① および②の時期 においては， ガ ンの狩猟頻 度は０．・５～０．７／日 と相

対的 にたか い。また，その狩猟効率１．７～３。８は， きわめて効果 的に捕獲 され ているこ

とを示す。 これ らは，ガ ンが もっとも重要な狩猟動物 であることを明 らかにする。 そ

の狩猟地 は，①の期 間 にお ける５２．４％ が集落 の内部 にもとめ られてい る。 この季節 に

は日没前後の時刻に ，集落 の上 空を群 れが通過す るか らであ る。② の期 間に も同様の

現象 が認 め られ るが，儀礼 の さまたげにな るた め，集落 での狩猟 はおこなわな い。狩

猟地 は集落か らネネ キ リ湿 地 に移動 する。狩猟の時間帯 は特定 されないが，午前 中に

おこなわれ ることが多 い。湿地 には多数のガ ンが棲息 して お り，狩猟効率 をたかめ る

結 果 とな ってい る。

　 しか し， １人 当た りの可食食糧 は，両者の間で大 き く変化する。② の儀礼期間 中に

は，捕獲効 率の向上に もかかわ らず， その値 は半減す る。通常の ３倍 の人 口を支持 し，

かつ儀礼 を とどこお りな く進行す るためには，３．８１の効率 で ３２２９の可食食糧 を開発

す るの が，おそ らく限界 であろ う。 これ に対 して，⑧の季節 には効率 ・捕獲量 ともに

低下 し，ガ ンは主要食糧 の地位か ら脱落す る。 この時期，「む ら」の領域 内で はガ ンの

狩猟がで きないか らであ る。 その狩猟地は，カ ップル ・メー レ （プライス川） 対岸の

湿地 ，ヤルバル のご く限 られた地点に移 ってい る。 １回の狩猟 に要す る時間が① ・②

の ２倍 強に達 するのは， こ うした事情によ る。

６２９
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表３ 狩 猟 頻 度 と狩 猟 効 率

①乾季（
通常）

②乾季
（儀礼
期間）

③乾季
末～雨
季初

獲 物
狩猟
頻度／日

カササギガン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

０．５

０．１

０．１５

０．０５

カササギガ ン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

１狩猟当
たり平均

捕獲数１）

０．７

０．１

０．１

カササギガン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

０．１

０．４

０．２

０．５

６

１

４

２

９

１

３

３

１

６

５

１狩 猟 当た

りｈｕｎｔｅｒの数

３

１

２

１

２

１

２

２

１

２

２

１狩猟に

要 した時
間２）

１人当たり
の平均可食

量３） ９。

狩 猟
効 率４）

２ ｈｓ　0５

１ｈｓ５４

５ ｈｓ３６

２ ｈｓ

６１４．２

２ｈｓ　0４

不 明

４ｈｓ　0７

４ ｈｓ３３

２ ｈｓ　0４

６ ｈｓ２８

４ ｈｓ４７

３３．５

４５．０

６．７

３２１．９

４３．７

２３．８

６９．８

５５２．１

７３．２

１３９。９

１．６８

６．３２

０．２７

０．９０

３．８１

０．２８

０．５７

５．８２

０．３６

０．４７

注 １） 「むら」にもちかえった狩猟動物の平均

　 ２）　 「むら」を出てからもどるまでの時間

　 ３）捕獲総数を生体重に換算し，ガン・カメ０．３，ワラビーＯ．２５，魚０．４の廃棄率をかけて延べ

　　 人口で除した値

　 ４）ハ ンター １人 １時間当たりの捕獲数にそれぞれの獲物の生体重をかけ，廃棄率を除した値

　 このよ うなカササギガ ンの狩猟 には，い くつかの特色 が認 あ られ る。そのひ とつ，

① の期闇 に集落 でおこなわれる狩猟 は，この 「む ら」が Ｂｉｎｆｂｒｄのい うフィール ド ・

キ ャンプ （狩猟活動の拠点） であ り， ステーシ ョン （まちぶせ地点）， ロケー シ ョン

（捕獲地 点）であるこ とを示 してい る ［ＢＩＮＦｏＲＤ　 ｌ９８０：４－２０］。 狩猟効 率のたかさは，

「む ら」 がもつ こういった性格 にも とつ くの である。 また トラックおよび徒歩 （３つ

の期間をつ うじて徒歩 による狩猟 は １割 に満たない） での ネネ キ リ湿地 における狩猟

で は，ガ ンの鳴 き声 で群れ の大 きさ と所在をまず確認 する。それ には，Ａ地点で 鳴 き

声 を聞 いて群れ の大 きさを確かめ，約 １００ｍ 離れ た Ｂ 地点で 同様の ことをおこなっ

て，群れ の所在を知 るとい う方法 が採用 され る。 この一種の三角測量は，湿地 に棲 息

す るガンの数が相 対的に減少 す る乾季 のおわ りごろに特徴的 であ る。 これに対 して，

数多 くのガ ンが湿地 に群 れ る季節 には，この種の狩猟法を採用す る必要 がない。

　 ところで，散 弾銃 （１９６０年代前半か らアーネム ラン ド・アボ リジナル領で の使用 が

公認 され る） を用いてお こな う現代の狩猟 に比べ ると，かつての方法 は狩猟効率が低

いと推測 され る。当時は，木製の ヤ リｇａｌｅｗａｒｕ とヤ リ投げ器 ｄａｋｋａｒｕを携えた ８～

１２入 のハ ンターが夕方 に湿地周辺 の樹上 に登 り， この時刻 に移動す るガ ンを射止 めた

という。 この方 法では， １日１回 の狩猟が不可欠であ った とされ る。そのほか，伝統

６３０



松山　 アーネムランド・テボリジニ，ジナン族の狩猟と食物規制

的な狩猟法にお とり穴 ｄａｐＰｅ猟があ る。 これ は深 さ約 １５０　ｃｍ，直径数 １０ｃｍ の竪

穴 を湿地に掘 り，水草で覆 った中 にハ ンタ ーが入 り，鳴 きこえをまねておび きよせ たガ

ンの足 を掴み 引きず り込む とい うものであ った。 このおとり穴猟は 日の出の時刻 にお

こなわれ たという。 いずれ もガマデ ィ 「む ら」 に伝承 され る，かつ ての狩猟法 である。

　ｉｉｉ）　 ワラビー Ｍ ａｃｒｏＰｕｓ　ＳＰＰ．

　 カササギガ ンが効率 よ く捕獲 され る乾季 （① ・② の時期）， ワラビー は， 補助的な

野生食糧の地位 にあ る。１人 当た りの可食食糧 が，３４～４４　９ ときわ めて小 さいか らで

あ る （表 ３）。 この ワラビーが， 主要食糧 の地位 を獲得す るのは， 乾季 のおわ りか ら

雨季のは じめ にか けてであ る。 この時期には狩猟頻度 が増加 し， 「む ら」 の人 口規模

が小 さい こと もあ って，１人当た りの可食食糧 は ５００９を こえ る。 この状態 は，雨季

がさか りにな るころ （ンゴー レ ・マイ ヨル ク ・ワンナ ｎｇｏｒｅ－ｍａｉｙｏｒｕｋ－ｗａｎｎａ表 ２）

まで で，それ以後は，その地位を再 びガ ンにゆずる と予想 され る。

　 しか し， ユーカ リ属 の疎林 にか こまれたガマデ ィの集落周辺 には，個体数 は不明 だ

が ， １年 をつ うじて多数 のワラ ビー （写真 ３） が棲息す ると推定 され る。 その根拠の

ひ とつ は，① ・③ の ２つの時期 ともに，狩猟効 率が著 しくたか く，かつ その値 にほと

ん ど変化がない ことであ る。棲息数 が少 な く， そのうえ季節変化が おおきけれ ば，こ

う した効 率を維 持で きないはず だか らであ る。

　 ワラ ビーが多数棲息す ると推定 す る根拠 の ２つ めは，集落周辺 に残 された足あ とで

ある。 筆者の観察 によ ると， 集落 か ら半径 １００ｒｎ以内に １日平均 ９つの足 あ とが見

い出され，その数 は乾季 （①の時期）と，乾季 のおわ りか ら雨季のは じめ （③の時期）

写真 ３　 ワ ラ ビ ー （生体重量約 １６ｋｇ）
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との間に変化がな い。 これ らは，同一個体 の もの という可能性 も残 されてい る。 しか

し，足 あ とか ら判断す ると，ワラビーは集落 の東 か ら西へ まわ り，北の森 へ移動 して

いる ことが知 られ る。同一 個体 が，集落を 中心 に円運動を してい るとは考 え難 い。

　 このように，多数の棲 息が推 定 され るワラ ビーの狩猟 は，主 と して集落 の北 の森 で

お こなわれ，ここでの捕獲数 は５６％ に達 す る。 これ につ ぐのが，乾季 には草原 をなす

カ ップル ・メーレ （プライス川）対岸 のヤルバル湿地 であ る。 ワラビー猟 はこ うして

狩猟地点 が特定 され るところ に，おお きな特色が ある。 したが って，そのス トラテジ

ーは
，「偶 然の発見」 ［ＢＩＮＦｏＲＤ　 Ｉ９８０：４－２０ユによ らない，計画性 を もった ものと判

断 され るのであ る。

　 ｉｖ）　 クビナガガメ　Ｃｈｅｌｏｄｉｎａ　ｒｕｇｏｓａ

　 クビナガガメは，季節 を問わず補助食糧であ ることが， １人当た り可食食糧 の値 か

ら明 らかであ る。このカメは生体の まま一 時的に貯蔵 で きる唯一の動物性食糧で，「む

ら」人 はそれぞれの居住家族 ごとにカメ穴 （最近 では この用途 に ドラム缶 が しば しば

使 われ る） を設 けてお き，必要 に応 じて食用 に供 す る。 こうした利用法 は，補助食糧

と してのカメの性格を よ く示す もの であ る。

　 その狩猟 にはお もに女性 が従事 し， １回当た り ４～ ６時間３０分 を要 して いる。 この

狩猟 時間 の長 さは，狩猟方法 に由来す る。ネネ キ リ湿地 をは じめ，ジ ョワル エや ヤル

バル などでお こな うカメ猟 には鉄棒が使用 され， これで地 中のカメをさ ぐり出すのが

一般的 であ る。そのため，相 対的に長 い狩猟時間が必要 とされ，狩猟効率を低下 させ

て いるの であ る。

　 現在，ガマデ ィ 「む ら」で女性 がお こな う狩猟 には，マ ングローブ林での貝 （Ｇｅｌｏｉｎａ

ｓｐ．な ど） とりと， カップル ・メー レ （ブラィス川） で の釣 りがあ る。　 しか し，その

狩 猟頻度は きわめて低 く，カメ猟 だけが 「む ら」人 の食糧 獲得 に貢献 してい るにす ぎ

ない。

　Ｖ） エ ミュ １　Ｄｒｅｍａｉｕｓ　ｎｏｖａｅｈｏｌｌａｎｄｉａｅ と水牛 Ｂｕｂａｌｕｓ　ｂｕｂａｌｉｓ

　湿地 ・森林複合生 態系で捕獲可能な大型動物 は，エ ミュと水牛 であ る。 この うち，

１８世紀 にチモ ールか ら導入 され，その後 野生 化 した水牛 （写真 ４） が，ガマデ ィ 「む

ら」周辺 に どれ ほど棲息す るのか， まった く不 明であ る。 ネネキ リや ゴバルバル湿 地

の周辺で は， しば しば新鮮な足あ とをみかけ，泥浴 のあ とが数多 く認め られ る。

　 この水牛猟は湿地周辺でお こなわれ るが，狩猟頻度 はきわ めて低 い。筆 者の観察 し

た乾季 の さか りか ら雨季 のは じめにか けての １１７日間で は，わずか に ３回み られた に
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写真４　水 牛

クリークへの水 くみ途中に発見し，射止めた水牛。食用に供した肉は，

胸の一部と，左の前肢と後肢のみ。残余の肉はそのまま放置。左後肢は

となり 「むら」へ配分

とどま り，捕獲で きたのは ２度であ る。 これはともに，エ ミュの狩猟や飲料水を くむ

た めに湿地 にでか けた際，発見 された ものであ る （彼 らは移動 に際 して ，必ず散弾銃

を携行す る）。 こうした事実 は，水牛の捕獲 を直接 の 目的にす る狩猟 が，ガマデ ィ「む

ら」ではほ とん どお こなわれないこ とを示 して い る。

　 この水牛 と同様 ，エ ミュもきわめて得 がたい大型動 物であ る。 その狩猟 はさき と同

じ１１７日間に ４回認 め られ るが， １度 も捕獲 されて いな い。 このうち ３回の狩猟 は，

いずれ も日の出前後の時刻 に，湿地でお こなわれ る。疎林 に棲息す るエ ミュは， この

時刻 に １度 は湿地にあ らわれて水を飲むか らだ という。ハ ンターはそれを樹上 でまち

ぶせ る。 これが，現在のガマデ ィ、「む ら」 に採 用されて いるエ ミュ猟のス トラテ ジー

であ る。 したが って ， １狩猟には平均 ５時間を必要 とす る。 それに もか かわ らず １度

も捕獲 されて いないのは，エ ミュが出現 す る湿地 を特定 するのが困難な ことによる。

この ３回 の狩猟 で，ハ ンタ ー （同一人） がネネキ リ，ゴバルバル ，ボボ ロクと狩猟地

をか えて いるのは，こうした事情 を反映 した ものであ る。ただ し，この方法では，「む

ら」領域内の湿地 が干 あが る季節 は， エ ミュ猟 がより一層 困難 にな る。

　残 る １回 は， トラックで移 動中に疎林 内で偶然発見 した もの であ る。 この場合 に注

目され るのは，エ ミュを追跡 するハ ンター １人を除いて ，車 に残 った人 び とが，ゆっ

くり した リズムをと りなが ら平手 で車体をたた くことであ る。 これ はエ ミュの羽音を

まね る行為 で，追跡中のエ ミュが遠 くへ い くのを防 ぐためだ と説明 され る。 しか し，
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その効果 は明 らかでない。’

　 これ らのほか，伝銃 的なエ ミュ猟 に

は，湿 地に毒 を流す方法 も採用 されて

いた。西 アーネム ラン ドで は， これ に

ＴｅＰｈｒｏｓｉａ　ＰＵｒＰａｒｅａの葉を使用 した と

い うが　［ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲ・ＮＤＴ　ｌ９８５：

ｌｌ５］，筆 者 はまだ確かめていな い。

写真 ５　バ ラ マ ン デ ィ

　 ｖｉ） 魚介類 と ドロヴニ ５Ｃｌｌｌａ　ｓｅｒｒａｔａ

　 ガマデ ィ 「む ら」の人び とが捕獲す

る魚介類 に は， バ ラマ ンデ ィ Ｓｃｌｅｒｏ・

Ｐａｇｅｓ　ｓｐｐ．（写真 ５）やナマズ，エイや

サメな どと， ３種類の貝類があ る。 こ

れ らの うち，バ ラマ ンディとナマズの

狩猟 は，集落前面 のカ ップル ・メーレ

（プ ライス川） と，領域内のモ ゴロン

ジェ Ｍ ｏｇｏｌｏｎ（１ｊｅ，および隣接部族 と

の間の帰属が不明瞭な クイチ ェとでお

こなわれ る。 このほか，まれ にボボ ロクなどの ク リークも狩猟地 とな る。

　一方 ， 残余の魚介類 と ドロガニは， 集落の北方 ４０ｋｍ のバー ラマル チゲ Ｂａａｌａ－

ｍａｌｔｊｉｇｅ， チ ンボル ジ ョウガ Ｔｉｎｂｏｒｄｊｏｕｇａ， ゴモゴモ ク Ｇｏｍｏｇｏｍｏｋ や ミジェ レ

Ｍ ｉｄｊｅｌｅのマ ングローブ林 内 と林縁が狩猟地に選 ばれ る （写真 ６）。 ミジェレを除 く

これ らの地域 は，バ ララ族 のアウ トス テー ションのひ とつ，ガ ンムル グユル Ｇａｎｍｕｒ－

ｇｕｙｕｒの領域 に属 す る （図 ４参照）。 したが ってガマデ ィ 「む ら」の人 びとは，事前 に

狩猟 す る旨を伝え て許可 を得 ることが必要であ る。筆 者の観察期 間中におこなわ れた

この地域 での狩猟 には，ガ ンムル グユル 「む ら」 の成員 ２人 が，狩 りに同行 して いる。

　 こうして，湿地 ・森林複合生態系 に位置す るガマデ ィ 「む ら」 では，領域内で獲得

で きない資源 の開発 を，海岸 ・汽水 ・湿地複合生 態系でお こな う。 しか し， その頻度

は０．３／日と低 く，狩猟時期 も乾季がおわ る１１月 に集中 して い る。すでに述べ たよ うに，

この季節 には カササギガ ンの捕獲数 が著 しく減少 し，野生 の動物性食糧 はワラビー と

カメに依存 しな けれ ばな らな い。 こう した期間 に，異 なる生態系 で魚介類が開発 され

るの であ る。 その １人 当た り可食食糧 は約 １４０９を示 すが， ヤス ｊｉｔａｂａｔａを用いて

お こな う突刺漁 やナイロツ糸 を使 う投 げ釣 りには ５時間を要 し，狩猟効率 はたか くな
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写 真 ６　 マ ング ロ ー ブ林 内 で の ドロガ ニ 猟 。捕 獲 に は ヤ ス ｊｉｔａｂａｔａ を用 い る

い （表 ３）。 領域内 における河川や ク リー クでの狩猟 について も同様 であ る。 儀礼の

期 間中に魚介類 の狩猟が認 め られないのは， こうした理由によ る。

　 ところで，この河川や ク リークでの釣 り漁には，注 目すべ き行動 が認 め られ る。そ

れは魚 のよびよせ行動 であ る。た とえ ば，１９８６年１１月 ３日のクイチェで の ５時間１８分

にわたるバラマ ンディ漁 （ハ ンタ ー３人，釣 り餌 には散弾銃で捕獲 した小 鳥が使 われ

る） では，狩猟地点 を移動 することに （図 ６）， よびよせが おこなわれ た。 そのよび

よせ行動 とは，つ ぎの ように精霊によびかけ ることである。

koie ma kettobun tjitjitja bai.

魚 が 釣りたい 早 くこい

midjuwuwa koiyo koiyo wanna  ple

精霊よ　　 魚を 魚を 大きいのを

ngale barinne koige midjuwuwa

私は　空腹だ　魚は　精霊 （が くれる）

tjutju kettowue koie ma

早 く　釣れるよう 魚 　が

　釣 り糸を投げこむたびに，大声でよびかけることで，精霊が魚をもたらしてくれる

と彼らは信 じている。カササギガンやワラビー，エミュなどの狩猟にも，この例のよ

うに精霊によびかける　　陸棲動物の場合は声をださない　　ことが，かつてはおこ

なわれたという。散弾銃の導入による狩猟効率の向上は，こうした習慣を消滅させて

いったのであろう。効率のわるい釣りに，それが残されたのである。
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図６　 クイチェでのバラマンディ釣りの行動

ＩＶ． 食物規制 と解除法

１．　 食物規制とその範囲

　 湿地 ・森林生態系 の狩猟動物 は，ガマデ ィ 「む ら」 の人び とに よって ことごとく捕

獲 されてい る。 しか し， ２つ の例外があ る。それは ワニ （卵 を除 く） とッル である。

この ２種 の動 物は，多 くの人 びとや ローカル ・グル ープの トーテム （ドリー ミング）

とな り ［小山　 １９８５：１１，１６，１９８６：７５」， 木皮画のモチーフに しば しば採 用 され る

［松 山　 １９８６：８６－８７］。

　 このッル がガマデ ィで捕獲 され ないの は， リーダ ーの ジャッキー二・ウヌウ ンが継承

す るモロゴ ン ・グル ープの トーテ ムだか らである。 また， 「む ら」 人 の トーテムでな

い ワニを捕獲 しないのは，近年 ワニ猟が禁止 され た ことによ る６ この ２種類を除 く動

物が，「む ら」 人の狩猟対象 であ る。 しか し，’捕獲 された動 物は， すべ ての 「む ら」

人 が食用 に供 し得 るわけで はない。 ウヌウンはワラビーを供 す ることが許 されな い。

同様に，ガナル ビンゴ氏族 出身の居住家族Ｄ の夫，’ジ ョニー一・ブル ンブル ン （図 ５参

照） は， クビナガガメを食糧 に加 えることが許 されていな い。 ワラビーは ウヌ ウンの，
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クビナガガメはブルンブルンの トーテムのひとつであり，これを共有する近親者 （こ

の場合には兄弟と父）が死亡したからである。食物規制はこうして発生する。その解

除には，定められた手続 き　　解除の儀礼　　をとることが必要である。ウヌウンと

ブル ンブルンは，それをまだおこなっていない。

　 ｉ）　 トーテム （ドリー ミング）

　 食物規制の発生 は トーテム（ドリー ミング）と深 くかかわ るのであ る。 その トーテム

は，兄弟姉妹 が共有 す るメイン ・トーテ ムとい うべ きもの と，ローカル ・グループや

半族の成員 が共有す るもの とにわ けられ る。 た とえば， ウヌゥンは ワラビー ｎｇａｌｋｏ

・チ ョウｂｏｍｂａ・ヤムイモ ｂａｒｉｔｊｅ・９９　ｄｊｉｍａｂｕｒａｎ・水草の一種 ｗｕｎｕｗｕｎとツル

ｙａｒａｔｔａを トーテムと して父か ら継承 し，兄弟姉妹 と共有す る。 これ が彼のメイ ン ・

トーテムで，それ に加え て，明 けの明星 やア リ塚 ，汽水 に棲息す るタイの一種 ，海 な

ど，確認 で きた だけで も１７以上にな るモロゴ ン ・グル ープの トーテム （ドゥア半族 の

トーテムでもある） を同時 にもってい る。 これ ら多数の トーテムは ， ２つに整理 で き

る。 そのひ とつは創世神話 ない し祖先神話 に由来す る もの であ り， ２つめは ローカル

・グル ープ本来 の居住域 の生態系 にふか くかかわ る もの であ る。 ウヌゥンの場合 を例

にとれ ば，笙 は， 創世神話 に登場す る文化英雄， チ ャンカォ Ｄｊａｎｇｋａｏｗ とマ ンボ

Ｍ ｕｎｂｏが人 び とに与 えた狩猟具 とされ る。 ま た，明けの明星 は，モ ロゴ ン ・グル ー

プが生れでた星 であ る。 これを除 く数多 くの トーテムは，居 住域 の生態系 にもとつ い

てい る ［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　 ｌ９７８：３７－３８］。海 ・水草やタイの一種 は，海岸 ・汽水 ・湿地複

合生態系 に由来 し，ワ ラビーとチ ョウやア リ塚，それにッル は湿地 ・森林複合生 態系

に由来す る。河辺林 として残 された降雨林か らは，ヤムイモが トーテムにな っている。

これ らの トーテムは，葬送の儀 礼をは じめ各種の儀礼 で うたい踊 られ る。その うた と

踊 りには，動 ・植物の生態が表現 され る。た とえばッル のうたで は，

mandin mandin

歩 く　 歩 く

kowrtja rorororu

鳴 きなが ら （？）

tjarukumele yarrata

巣をつくる　 ツル

ritjia djala woareluga djala
＊リチァが　はじまる　ひなが　　　かえる
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wippundja koyowruga ndala

（ひなが）　たちあがる　おきあがる

djomu djomu dja

夕方に 夕方に なる

wourai wourai  rartjiyon

飛ぷ 　 飛ぶ 　 話 しあう

mandin mandin

歩 く　 　歩 く

karbu raigo koruburnga

クワイの根を ほ る＊＊コル プル ンガで

bolok parpar tja

羽が　風に　　動 く

＊乾季のはじまる季節

＊＊コルブルンガは湿原の地名

とうたわれ る。踊 りでは ッルの群れが湿原 を歩 き索餌 し，ひなが生 れ，群れ をな して

飛 びたつ様子 が表現 され る。 このよ うに，彼 らの トーテム には，居住域 におけ る動 ・

植物 の生態 との間 に不可分な関係が認 め られ るのであ る。その一方 で， これ らの トー

テムは，彼 らの祖先 の生れ かわ りであ り，祖先 の精霊 がもた らして くれ る狩猟 （採集）

動物 （植物） であ ると信 じられてい る。 ク リークでの釣 りで，魚 のよびよせ行動がみ

られ るの には，こう した背景があ る。

　 この よ うに由来 の異 な るい くつか の トーテムにあ って，メイ ン ・トーテムは とりわ

け重要 で，それ らの動 ・植 物は，生前 の生活 をともに した兄弟姉妹を含 む直接 の祖先

が生れ かわ った もの と認識 され る。 したがって その 肉を食用 に供す ることは，死者の

肉を食用 に供 する ことにな る。 ジャ ッキー ・ウヌウ ンがッルや ワラビーを供 し得 ない

のは， これ を共有す る兄弟の うち３人 が近年 になって死 亡 したか らである。 メイン ・

トーテムは，具体的な イメー ジをもつ人間 と同一視 され るのであ る。

　 こうした性格を もつ トーテム と，それ にまつ わるうたや神 話 ，踊 りは，父系 出自に

もとつ いて継承 され る。その伝達 の具体的な手段な い し装置のひ とつが木皮画 であ り，

星まつ りや葬送の儀礼をは じめ とす る各種 の儀礼 である。そ こでは，個人 や ローカル

・グル ープの トーテ ムを うたい ，おどるのである。 このように，男性は伝達 のための

社会的 な装 置をもつが，女性 はそれを もたない。女性 は自らの トーテムを木皮画 に描

くこともなければ （木皮 画の製作 は男性 に限 られ る），儀礼 に際 してそれを積極 的に踊
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ることもない。彼女 は自 らの トーテムを直接 的な形 で表現 しな いの であ る。それはこ

の社会 が，父系の単系集団を基礎 に編成 されて いることによ る。

　 トーテムを伝達 す るもうひ とつの手段 は，人 の名前 である。再 びウヌウンを例 に と

ると， 彼は汽水域に特徴 的な水草 ｗｕｎｕｗｕｎ を名前 に もってい る。 これ は彼 の トー

テムであ ると同時に，祖 父の名前で もあ り トーテムでもあった。同様に ジンバ族 ガナ

ル ビンゴ氏族 のメ ンバーであ り，ガマデ ィ 「む ら」の成員 でもあ るブル ンブル ンは，

祖父の名であ り トーテ ムであ るクモ ｂｕｌｕｎｂｕｌｕｎ （ジンバ語） を名前に もつ のである。

彼の兄弟はそれぞれ祖父 の兄弟 がもつ名前 （トーテム） を継承 し，彼 の息子 はブル ン

ブル ンの父 の トーテム， 雲 を継承す る （図 ７）。 これ らのクモや雲 は， ブル ンブル ン

の兄弟姉妹 が共有 する トーテムであ る。ただ し，彼 らが継承 す る名前 は，ひとつで は

な い。 たとえ ばブル ンブル ンは クモのほかに， もうひ とつ別の ｇａｒｒｕ とよぶクモ と

クビナガガメ ｂａｎｄａ （ジナ ン語， この カメを さす ジンバ語 は 採録 か らもれた） の 少

な くと も３つの名 をもっ。 同 じく彼 の弟 は， ２種類 の水 ヘ ビ ｇａｌａｍｉ　ｔｊ　ａと ｙａｎｇａｉｇａｉ

図 ７　 トー テ ム （ド リー ミング） の 継承

６３９



国立民族学博物館研究報告　　１２巻３号

ワ モ ッ トｗａｍｏｔは バ ンガ レチ ャ ン ｂａｎｇａｌｅｔｊ　ａｎ の セ クシ ョンの女 性 の ほか ，　 コチ ャ ン

ｋｏｔｊａｎか ら も妻 を選 ぶ こ とが で き る。 この場 合 ， 伝 統 的 に はバ ン ガ レチ ャン との 結 婚 が

優 先 し， ２人 め の妻 は コチ ャ ンの セ ク シ ・ンか ら選 ばれ る。 ガ マデ ィ 「む ら」 の リー ダ
ー， ジ ャッキ ー ・ウ ヌ ウ ンの最 初 の 妻 （死 亡 ）はバ ン ガ レチ ャンか ら， ２人 めの 妻 は コチ

ャ ンか ら， そ して プ ロ ミス ト ・ワ イ フ２》はバ ン ガ レチ ャンの セ クシ ョン か ら選 ん で い る。

図 ８ 世 代 と セ ク シ ョ ン

を名前 にす る （ウヌウンも ２つ以 上の名をもつ はず であるが，明 らかでない）。

　 少な くともメイ ン ・トーテムは，こう した名前 と して も継承 され るのであ る。それ

が父でな く祖 父であるのは，半族 にわかれ る彼 らの社会 がそれ ぞれ男女 ４つ のセク シ

ョンに区分 され ていることによる。 ドゥア半族 を例 にとると， ワモ ッ トｗａｍｏｔとい

うセ クシ ョンに属 す る男性 は，イ リチ ャ半族 のバ ンガ レチ ャン ｂａｎｇａｌｅｔｊａｎ および コ

チ ャン ｋｏｔｊａｎのセク ションに含まれ る女性 との婚 姻が許 され る。 この うちバ ンガ レ

チ ャンとの間 の息子 はゲ ラ ｇｅｌａのセ クションに属 し，ゲ ラとブラ ンジ ャン ｂｒａｎｄｊａｎ

の息子 は，祖父 と同 じワモ ッ トに含 まれ るか らであ る （図 ８）。 したが って， メイ ン

・トーテムに由来す る名前は，祖父 か らうけつがれ ることにな る。

　 トーテムは，こう して個人 の名前 として も継承 され る。 トーテムであ る動 ・植物 と

人間 が同一視 され る根拠のひ とつは， ここに も見 いだせ るの である。

２）プロミス ト・ワイフは， Ｅｇｏの母の姉妹とその配偶者によって決定される。 つまり，彼 ら

の闇に女子が誕生 した場合，その子を Ｅｇｏのプロミス ト・ワイフとする。 この決定がなされ

ると， Ｅｇｏはプロミスト・ワイフになるべき女性の 出生以前から結婚後にいたるまで，その

両親に経済的な援助をつづけることが義務づけられる （男子が生れた場合には，この約束は破

棄される）。 この義務は， プロミス ト・ワイフの両親からの解除の申し出，もしくは両親の死

亡のみによって解除することができる。　　　 ’
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　ｉｉ） 食物規制の範 囲

　 このメイ ン ・トーテムの動 ・植物 が，兄弟姉妹を含む直接の祖先 の死 を契機 に，少

な くと も２～ ３年の間，食 物規制 の対象 とな る。それでは， この規制 は どの範囲の人

び とにおよぶ のであ ろうか。

　 ジナ ン族 に限 らず，アボ リジニの社会 では死者について語 ることがタブーとされ，

特定の個人 の死 を想定す ること も許 されな い。そのため，近親者の死 に起因す る食物

規制が どの範 囲におよぶ かを明 らか にす るのは，非常 に困難 である。筆者が得た断片

的な資料 を もとにその範囲 を想定す ると，ほぼつぎのよ うになる。

　 た とえば，Ｅｇｏの父 が死亡 した場合 ，食物規制 は，　Ｍ ，　ＦＢ！ｚ，　Ｂ！ｚ，　Ｂｓ１Ｄ，　ｓ１Ｄ，

ＦＢＳ！Ｄ，　ＦＢｓｓ１Ｄ に生 じることにな り，父方 の交叉 イ トコは規制の対象か ら除外 され

る。また母の兄弟姉妹な どは，メイ ン ・トーテムが異な るため，その対象 にはな らな

い。母 ，つま り死 者の妻だけが，夫 のメイ ン ・トーテムであ る動 ・植 物の食 用を規制

され るにとどま るのであ る。 トーテムは父系 出自にもとついて継承 されるか らである。

　 これに対 して，Ｅｇｏの母 の死亡 によって生 じる規制 の範 囲は，まだ十分 明 らかでな

い。明確 なのは，少な くとも母の兄弟姉妹 に規制 が生 じることだけにすぎない。この

ほか に考え得 ることのひ とつは， 母 とは 別 の トーテム集団 に所属 す る Ｅｇｏ とその兄

弟姉妹 は，おそ ら く規 制か ら除外 されるだろうということであ る。 もうひ とつは，母

方の平行 イ トコで， これは死者 と トーテムを共有 しな い。 したが って， これ も規制の

対象外 とな る。問題 になるのは，死者 と トーテムを共 有す る母方 の交叉 イ トコである。

これが規制 の対象 にな るかどうかは明 らかでない。 母 （交叉 イ トコの ＦＺ） は トーテ

ムを次世代 に直接的 に伝達 しな いことか ら考えて，母方 の交叉 イ トコは，規制か ら除

外 され ると推測される。 いずれ に して も，現段階では，父母 の死 によって生 じる規制

は，父方 の交叉 イ トコと母方 の平行 イ トコにおよぱない ことだけが明 らかであ る。

　 こうした規制を うける当事者が，何 かの事情で 対象 となる動 ・植物を食べ ると，体

全体に発疹 があ らわれ，激 しい嘔吐 にみまわれ るとい う。人 びとは，定め られた手続

きに したが って，食物規制を解除 しなければな らない。

２．　 食物規制の解除法

食物規制を解除す るには，最初 にワ ンジェル ｗａｎ（ｉｊｉｌの儀 礼を，ついで ウォ ッコン

リ ｗｏｋｋｏｎｒｉまたは ジ ョーク ｄｊｏｏｋとよぶ ， あわせて ２つの儀礼 が伝統的 には必 要

とされ た。その最初の儀 礼 ワンジェル は，葬送儀礼の一部 と してお こなわれ る。

死因 が明 らかな通常の死 の場合 ，死 者の近縁 の親族 や ローカル ・グループ の メ ン
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バー，あ るいはセク ションを共有す る人び となどが， 葬送 の儀礼 マネカイ　ｍａｎｅｋａｉ

を とりお こな う。 その例を ，筆者の参加が許 された１９８４年乾季 に求 めてみ よう （これ

は１９８４年 ８月２５日午後１０時 か ら２７日正午 にかけてお こなわれたが，写真撮影 は禁 じら

れた）。 これは， ジマ ラＪｉｍａｒｄａ 「む ら」 （図 １参照） の リーダーが兄弟姉妹 をのこ

して死亡 した ときの儀礼 であ る。

　第 １日めの午後 か ら夕方 にか けて，予想 された人 び とがそろう と，長老が儀礼の執

行 を宣言 す る。集 ま った男性 は，死者の半族 が もつ トーテム （ドリー ミング） を うた

いは じめ る。それ は海 には じま り，海鳥，ペ リカ ン，汽水 の魚，バ ラマ ンデ ィ， ブッ

シュファィア，泉へ とつづ く。彼 らは，生 態系 を海 か ら疎林へ とたどりな が ら，深夜

ま で トーテムを うたいつづ ける。 これが葬送 の うたである。

　翌 日は，儀礼 の リーダーである長老の，死者 をたたえ る演説で は じま る。死 者の家

のまえが掃 除 され，そ こへ移動 した男性 は，夕方か ら午前 ４時 まで，死者 を送 る トー

テムの うたを夜を徹 して うたいつづ け る。午後１０時，葬送 の うたがつづ くなか で，集

ま った青年 が死者 の家 のまえに， ３０ｃｍ ほどの高 さにもった土 で ２×５ｍ の長方形

をつ くり，その一端 に直径 １ｍ 深 さ ３０　ｃｍ の穴 を設 ける。 この長方形 は精霊の世界

を，そのなか に設 けた穴 は，精霊が宿 る泉 ｗａｔｅｒ　ｈｏｌｅを意味す る。

　 ３日め （２７日）， 早朝 か らつづ くうたがおわ った午前１１時， 長老 がユーカ リ属 の木

の葉を穴 ｗａｔｅｒ　ｈｏｌｅに敷 きつめる と， 水を満 した ドラム缶 ３本 がはこびこまれ る。

再 び葬送 の うたがは じま り，全員 が穴を囲む と，１０人 ほどずつ が交互 にその中 に立 ち，

水を注 がれ る。約 １時 間で この儀礼を終え ると， うたい手 を先頭 に一団 となった人 び

とは，「む ら」の家いえをめ ぐる。すべての家 に赤 オーカーを塗 るためであ る。葬送儀

礼 の ２日ほどの ち，精霊の世界へい きつ くまでに，死 者の魂 メー レ ｍｅｒｅは必ず 「む

ら」を訪問す る。赤 オーカーは，メー レを 「む ら」に居 つかせないか らであ る。これを

終 え，再 び死者 の家 のまえ に もどった人 び とは，死 者のメイン ・トーテムで あるワニ

を うたい，それを踊 る。死 者の魂を精 霊の世界 に送 りとどけるため であ る。興奮 した

女性 が，硬直 した体のまま倒れ伏すなかで，生前使用 して いた陽よ けが燃 や され （本

来 は家屋 を燃や した），葬送 の儀礼は終了す る （死体 はこの あと埋葬す るが，それへの

参加 は認め られなか った）。

　 これ が葬送儀礼の あ らま しであ る。そのなかで，食物規制の解除 とふか くかかわ る

のが，精霊の世界 （長方形）につ くられた泉 （穴） であり，そ こで水 を浴 びる ことで

あ る。 これが ワンジェルの儀礼 で，死者 を送 る人 の魂を清 めるのであ る。 この泉 の水

で清 めを うけた人 は，親族の死 が もた らした規制か ら開放 され る。食物規制 の解除 で
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ある。ただ し，死 者の兄弟姉妹は， この泉 （穴） に入 るこ とが許 されない。彼 らは精

霊 の世界 （長方形） の外側 にすわ り，この儀礼をみま もるのであ り，魂 を清める こと

がで きな い。 したが って彼 らは，食物規制が発生 した直後にそれを解 除す ることがで

きず，比較 的近縁 な親族 の葬送儀礼 のワ ンジェルをまたな けれ ばな らない。 しか し，

これに も制限があ る。 ワンジェルへの参加 は，親や兄弟姉妹な どの死 後 ， ２～ ３年 の

期間 をお くべ きだとされ るか らであ る。

　 この制限 は，アーネム ラン ド・アボ リジニ に一般 的な二重葬 と密接に関連 す る。 さ

きに述 べた葬送 の儀礼 はその １回 めで，この数年後 に死 者の骨を掘 り出 し，それを砕

いて円筒形の棺 ｌｏｒｒｏｋａｎ に入れ る ２度めの儀 礼がお こなわれ る。 親族の死後 ， 食物

規制 を解除す るた めの ワ ンジェル は， この ２つの葬儀 の間にすべ きこととされ るの で

あ る。

　 ワ ンジェルの儀礼を おえ る と，食物規制が解 除され る。 それ は死者の魂 メーレの ブ

ロ ックか ら開放 され ることを意味す る。それまでは，メィ シ ・トーテムを食用 に供 し

得な いばか りでな く，近縁 のローカル ・グループの成員 などへ の，獲物の贈答 も禁止

され るの であ る。そ して ，伝統的 には， これにつづいて ジョークまたは ウォ ッコン リ

とよぶ ，も うひとつの儀礼 があわせ おこなわれた。 これは自己の所属 するグル ープを

は じめ，近縁の ローカル ・グループの成員 をまね き， トーテムの うたを うたわせ，狩

猟動物やタバ コな どを贈 る儀礼 であ る。 このことによって， メー レの ブロ ックか ら完

全 に開放 された とい う。

　 ところで，親や兄弟姉妹の死を契機 に発生 す る食 物規制 は，残 された兄弟姉妹をは

じめ，父方の平行イ トコ （父の死） や母方 の交叉 イ トコ （母 の死） におよぷ可能性 が

ある。少 な くとも残 された兄弟姉妹 は，確実 にこの規制を うける。それに もかかわ ら

ず， ジャ ッキー ・ウヌウンの ３人の姉妹は， ワラビーを日常 的な食糧のひ とつにす る。

彼女 らは， さきに述 べた葬送 の儀礼 でワ ンジェルをすませてい るか らであ る。

　 ウヌウンが この儀礼 に参加 しなかった理 由は明 らかでな いが，彼 はいまなお食物規

制の もとにあ る。その結 果， ツル とワラビーの狩猟が できず ，主要 な狩猟動物 はカサ

サ ギガ ンと一部の魚類 に限 られ る。 ガマ ディ 「む ら」の人 び とは，彼 が リーダーであ

るところか ら， ッルを狩猟動 物か ら除外 して いる。同様に ジ ョニー ・ブ ル ンブル ンは

クビナガガメがメイ ン ・トーテムのひ とつで あるため，それを供 す ることがで きない。

彼の狩猟動物は， ワラビー とカササギガ ン，一部の魚介類が主要 な ものであ る。食物

規制 は，狩猟規制を ももた らすのである。 この狩猟規制は，狩猟メ ンバーの構成 には

ま った く影響 しない。 なぜ な ら，彼 らの狩猟 は，湿地でのカササギガ ン猟 と女性がお
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こなうクビナガガメ猟を除いて，すべて単独でおこなわれるからである。

　こうして湿地 ・森林複合生態系における自然資源の開発は，特定の人びとの一時的

な制約にもとつ くにしろ， トーテムによってつよく規制されるのである。

Ｖ．　 ま と め

　湿地 ・森林複合生態系に位置するガマディ 「むら」では，必需食糧の ５割が野生動

物に求められている。その狩猟には散弾銃や トラックが使用され，従前に比較 して狩

猟効率が著 しくたかめられている。このような状況は，ジナン族のみならず，中部ア

ーネムランドの各部族に共通す る。アーネムランド・アボ リジニは，文明の利器を選

択的に受容 した 「現代の狩猟民」である。

　 こうしたアボリジニの狩猟は，狩猟動物の種類に応 じ，従来 とは違 ったス トラテジ

ーのもとできわめて計画的におこなわれている。 この特色は，散弾銃の受容以前 とは

狩猟具 ・方法がともにおおきく変容 したからこそ認められる。このような変化，つま

り従来 とは異なるあらたなス トラテジーの採用は，彼 らが 「現代の狩猟民」に変容す

ることによってもた らされたのであろう。乾季のおわ りごろのカササギガン猟にみら

れる一種の三角測量は，あらたに採用されたス トラテジーの典型例である。

　短時 日の間にこうした急速な変容をとげる一方で，彼 らは伝統的な生活習慣の少な

くとも一部を保持 しつづけている。それを端的に示すのが，精霊によびかける魚のよ

びよせ行動であり，メイン・トーテム （ドリーミング）にかかわる食物規制 と，その

結果としての狩猟規制である。 しかし，その規制は一時的であり，基本的には死者と

の間の限 られた血縁者にしか効力をもたないことは，注意される。これが，ジャッキ

ー ・ウヌウンをリーダーとするガマディ 「む ら」の成員すべてにおよぶ ことになると

すれば，食糧資源の開発がきわめて困難になるだろうか らである。

　ガマディ 「むら」の狩猟をめ ぐる議論で明らかになったこれ らの事実は，１９７０年代

以降にあらたに建設された 「むら」つまりアウトステーションは，生活全般にわたっ

て変容をせま られるなかで，伝統文化を保持す る拠点として機能 していることを示す

のである。
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